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	 我々は、動物の光応答と行動に関する研究に取り組んできた過程において、ニワトリ松果体では、

暗期の光照射により7α-ヒドロキシプレグネノロン (以下7α-OH-Pregと略) の合成量が上昇するこ
とを見出した。7α-OH-Preg はイモリの脳内で合成・分泌され、行動量を増加させる物質として知
られていたが、哺乳類では 7α-OH-Preg の生理機能はもちろん、その存在の有無すら謎に包まれて
いる。本研究課題では、哺乳類の脳内における 7α-OH-Preg の有無を明らかにするために、マウス
脳各部位の抽出物に含まれるステロイドの同定を行う。さらに、日内変動や様々な刺激への応答性

の検証を行い、7α-OH-Pregと哺乳類の高次脳機能の連関を探る。 
 
	 3β-Hydroxypregn-5-en-20-one (プレグネノロン) 型の一部のステロイドでは、positive modeに
よる質量分析において脱水体と考えられるピークが生じることが知られており、7α-OH-Preg でも
同じ現象が確認された。これまでの解析により、測定時に Na+を添加すると、脱水体の生成が抑え

られ、[M+Na]+をメインピークとして捉えられることが判明したが、フラグメンテーションは起こ

らなかった。今回、ピーク成分の同定のために、精密質量値を合成標品と比較する手法を試みた。

測定時に添加したコルチコステロンの質量を基準値に定め、それぞれのピークの精密質量値を求め

たところ、生体由来の夾雑物存在下でも、7α-OH-Pregのピーク成分を識別できることがわかった。
しかし、精密質量分析法によりマウス松果体の培養培地からの抽出物を分析したが、7α-OH-Preg
に合致するピークは検出されなかった。現在、培養条件などの実験条件を見直し、夾雑物の影響を

減少させる方法を検討中である。 
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